
1 
 

平成２８年度 未来への架け橋予算 

平成２９年度 未来への前進予算 

平成３０年度 未来への約束予算 

令和元年度 未来への幕開け予算 
 

 

 

  
 

 

総額 ３９９億２，９３０万円 
（４．８％ １８億２，０４０万円の増） 

一般会計   ２４８億８，２００万円 

（８．３％ １９億１，７００万円の増） 

特別会計６会計１３１億１，９７０万円 

（１．２％ １億５，９１０万円の増） 

国保、土地取得、墓園、介護、後期高齢、水上太陽光 

企業会計    １９億２，７６０万円 

（▲１１．７％ ２億５，５７０万円の減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6（2024）年２月 

愛知県豊明市 
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一般会計予算案 ２４８億８，２００万円の概要 

■歳入 自主財源５５．１％：依存財源４４．９％ 

  （□囲み数字は自主財源） 

 科目 金額 前年度比 

  （千円） 率 金額（千円） 

１ 市税（詳細次ページ） 10,831,600 ▲1.1％ 124,924 の減 

２ 地方譲与税 162,500 10.2％ 15,000 の増 

３ 利子割交付金 4,000 33.3％ 1,000 の増 

４ 配当割交付金 84,605 4.5％ 3,671 の増 

５ 株式等譲渡所得割交付金 52,000 ▲20.0％ 13,000 の減 

６ 法人事業税交付金 150,000 15.4％ 20,000 の増 

７ 地方消費税交付金 1,563,000 ▲6.0％ 100,000 の減 

８ 環境性能割交付金 42,000 40.0％ 12,000 の増 

９ 地方特例交付金 419,000 365.6％ 329,000 の増 

１０ 地方交付税 1,830,000 8.3％ 140,000 の増 

１１ 交通安全対策特別交付金 12,000 前年同   

１２ 分担金及び負担金 151,126 5.1％ 7,268 の増 

１３ 使用料及び手数料 153,612 20.4％ 26,026 の増 

１４ 国庫支出金 4,109,065 32.8％ 1,015,888 の増 

１５ 県支出金 2,024,438 9.0％ 166,384 の増 

１６ 財産収入 14,173 87.8％ 6,627 の増 

１７ 寄附金 206,010 2.0％ 4,000 の増 

１８ 繰入金 （以下は主な項目） 1,332,141 22.3％ 243,027 の増 

 財政調整基金 700,000    

 教育施設建設及び整備基金 166,000    

 公共施設建設及び整備基金 141,000    

 福祉基金 282,000    

 水上太陽光発電事業特別会計 8,254    

１９ 繰越金 300,000 前年同   

２０ 諸収入 712,930 18.2％ 109,933 の増 

２１ 市債 727,800 8.2％ 55,100 の増 

 臨財債  40,000    

 その他  687,800    

 

令和６年度 当初予算 

 
 

一般会計予算としては
過去最大規模 
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市税の詳細 

 

  

個人

法人

計

市 税 集 計 表 ( 税 目 別 )

　　（▲印減　単位：千円）

▲ 124,924

▲ 345,924

174,673

6,864

10,751

28,712

4.1

2.6

4.1

5　年　度
当初予算額

4,581,064

436,867

5,017,931

4,658,862

167,841

409,249

702,641

▲ 1.1

 増減率 　%

▲ 7.4

▲ 1.7

▲ 6.9

3.7

比較増減額

▲ 338,531

▲ 7,393

10,956,524

6　年　度
当初予算額

税　　目

429,474

4,672,007

4,833,535

都市計画税

4,242,533

軽自動車税

731,353

たばこ税

固定資産税

174,705

420,000

市
 

民
 

税

合　　計 10,831,600
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■豊明市の財政の姿 

 

□予算編成の特徴 

●部門別包括予算制度による予算編成（９年目） ●予算編成過程を公表 

 

□財政状況 

●市債残高 一般会計 １３５億９，６６９万４千円 

（令和６年度末見込み

額） 
特別会計  ２億７，２４３万９千円 

企業会計 ３１億８，９６４万９千円 

●基金残高 財調基金 ３６億６，８９０万８千円 令和５年度末見込み額 

 財調基金  ３４億７，０８９万８千円 令和４年度末決算額 

 その他基金 ６８億１，４８９万円 令和４年度末決算額 

●実質公債費比率 ０．４％ ８位／県内市３７市 

●将来負担比率 △６６．７％ ６位／県内市３７市 

●経常収支比率 
８８．３％ １６位／県内市３７市 

（平均８７．５％） 

●公債費負担比率 ７．３％  ４４位／全国市７９２市 

●地方債残高／標準財政規模比率 ９７．３８％ ５７位／全国市７９２市 

●積立金残高／標準財政規模比率 ７１．０８％ ２３１位／全国市７９２市 

 「実質公債費比率」から「積立金残高／標準財政規模比率」までの指標は、令和４年度決算値です。 

  

将来負担、地方債残高は低い。 

一方で、基金による備えは、万全とはいえない。 
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■歳出 （一般会計の主な歳出事業）    
 
 

誰一人取り残されず、どこかで誰かとつながり合う社会の実現に向けて 

（１）全世代・基幹型地域包括支援センター運営事業 

【地域福祉課、共生社会課、秘書広報課】 ３８，１０３千円  

異なる世代が絡み合い、複合的な生活課題を抱えた世帯に対する支援を、各相談支援機

関とともに行っていきます。 

（２）ひまわり児童館改修等事業【公共施設管理課・子育て支援課】 １０７，０００千円  

 市南部地区の子育て拠点としての機能を拡充します。 

（３）豊明市共生交流プラザ利用環境改善事業 【公共施設管理課】 ４２，０６０千円  

共生交流プラザ「カラット」は、誰もが生きがいと役割を持ち、孤立することなく暮らせる地

域共生の実現に向け、引き続き利用状況等を踏まえ、利用環境を改善していきます。 

（４）高齢者タクシー運賃助成事業【長寿課】 １２，６４６千円  

 自動車の運転に不安を持つ人が増える８０歳以上を対象にタクシー運賃の助成を行うこと

で、外出促進や利便向上を図り、孤立せずに普通に暮らせるまちを目指します。 

（５）地域包括支援センター事業【長寿課】 ８２，２７４千円  

地域包括支援センター事業は、包括的支援体制の一翼を担う、高齢者支援の重要な拠点

です。相談件数や困難事例が増えていることから、機能を強化しサービスの充実を図ります。 

「こどもまんなか」～子育て環境が充実している社会の形成に向けて～ 

（６）子連れ出勤普及啓発事業 【子育て支援課】 ４５０千円  

子連れ出勤を導入している市内事業所を「モデル事業所」として普及啓発事業を委託し、

子どもと子育て家庭に温かい地域づくりを推進します。 

(７)保育士資格取得等支援事業 【こども保育課】 ８６０千円  

新たな保育士・幼稚園教諭を確保するため、保育士資格及び幼稚園教諭免許を取得する

ための授業料の一部を支援します。また、保育士として再就職する市民に対して一時金を支

援します。 

（８）公立保育園 ICT 化事業 【こども保育課】 ３５，２６５千円  

公立保育園に係る業務へのデジタル化を進め、保護者及び保育士の負担軽減を図り、こ

どもの安全管理や保育の質の向上に努めます。 

（９）子ども医療助成対象拡大事業【保険医療課】 ５２，５００千円 
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 通院にかかる子ども医療費（保険診療分のみ）の助成対象年齢を現行の「１５歳到達

の年度末まで」から「１８歳到達の年度末まで」に拡大します。 

全ての子どもに充実した学びの機会と環境を提供する 

(１０)教員補助員（低学年児童）＆校内フリースクール（中学生）【学校教育課】９９，４２１千円  

児童生徒が安心できる「居場所」としての学校づくりを推進するため、また、一人ひとりに対

してきめ細やかな指導が可能となるよう、環境の充実を図ります。 

(１１)中学校プロジェクター型電子黒板設置事業【学校教育課】４４，７０４千円  

GIGA スクール構想の実現に向けて整備した学習者用端末を最大限発揮するため、市内

公立中学校にプロジェクター型電子黒板を設置し、より良い教育環境を整備します。 

(１２)舘小学校校舎建築事業 【公共施設管理課】 １５６，１７１千円   

 放課後子ども教室を学校内で実施できるようにするとともに、児童の学びの場となる多目

的に活用できる教室を設け、より学びの環境の充実を図ります。 

(１３)公共施設包括管理事業 【公共施設管理課】 ９４，４８６千円  

小中学校、保育園及び病後児保育室において、個別で実施していた保守点検や修繕を統

一した管理基準で実施します。民間の蓄積された知見を活用し、修繕の優先順位付けの精

度を高め、迅速化を図ります。 

持続可能な魅力あるまちの形成に向けて 

(１４)市街地開発事業【市街地整備課】 ７６８，８９５千円  

間米南部地区等の土地区画整理事業により人口増加を目指すとともに、柿ノ木地区では

工業団地を整備することにより市内の雇用の場の確保も進め、３地区で持続可能なまちづく

りに取り組んでいます。 

(１５)三崎水辺公園改修事業【都市計画課】 １５０，０００千円 

整備から５０年が経過し、施設の老朽化が進んでいることから、遊歩道や大型遊具などの

改修を令和６年度からの２カ年で行い、魅力的な公園にリニューアルします。 

(１６)防災調整池、田んぼダム設置（治水対策事業）【土木課】 ５３，８２０千円  

浸水被害の防止や解消に向けた計画等に基づき、治水対策事業を推進します。令和６年

度は調整池の詳細設計及び田んぼダムの整備を行います。 
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■資料１ 財政数値の推移 

 
 

  

単位：千円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

当初予算額 18,912,000 19,695,000 19,476,000 19,960,000 20,087,000 20,370,000 22,000,000 22,735,000 22,965,000 24,882,000

歳入決算額 22,209,607 21,706,599 21,774,208 22,561,530 23,254,099 32,541,296 28,726,848 27,793,909 -　

歳出決算額 20,656,075 20,388,762 20,393,957 21,178,417 21,737,641 31,275,551 26,717,650 26,619,843 -　

財調基金残額 3,080,456 3,133,372 3,287,827 3,502,197 3,964,456 3,955,651 3,803,155 3,470,898 3,668,908

市債合計残額 20,679,061 20,627,094 20,060,468 19,664,448 19,652,414 19,631,219 19,427,981 18,379,869 17,700,640 17,058,782

一般会計 13,409,499 13,482,475 13,646,585 13,754,309 14,164,720 14,476,700 14,788,977 14,255,881 13,951,438 13,596,694

うち臨財債 9,005,015 9,176,513 9,460,915 9,796,416 9,983,310 10,099,798 10,299,191 9,802,193 9,015,535 8,245,488

特別会計 7,269,562 7,144,619 6,413,883 5,910,139 5,487,694 519,371 384,090 345,001 308,748 272,439

下水道事業 6,935,438 6,342,716 5,778,764 5,280,962 4,909,025

墓園事業 89,416 81,288 73,160 65,032 56,904 48,776 40,648 32,520 24,392 16,264

農集排水施設 66,360 60,278 69,611 80,772 99,658 96,294

有料駐車場事業 178,348 137,737 58,956 25,590 5,740 2,893 0

水上太陽光発電 -　 522,600 492,348 424,417 396,517 368,561 340,549 312,481 284,356 256,175

企業会計 4,635,148 4,254,914 3,778,987 3,440,454 3,189,649

下水道事業 4,635,148 4,254,914 3,778,987 3,596,754 3,596,754
(見込み) (見込み)

単位：％

経常収支比率 83.0 85.9 85.1 87.1 83.1 85.9 81.1 88.3 -　 -　

実質公債費比率 0.1 ▲ 0.3 0.2 0.3 0.0 ▲ 0.3 ▲ 0.2 0.4 -　 -　
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■資料２ 歳入歳出グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


